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自動要約の対象 となるテキス トの種類，量が増加 しつつある．これはインターネッ

トの普及に伴い電子化 されたテキス トが増加 したためであ り，テキス トの多様性が

増すにつれ て自動要約において新 しい課題 が生 じている．課題は大き く分 けて3つ

存在す る．第一 に可読性の問題であ り，第二に内容性の問題 であ り，最後 に要約速

度の問題 である．本研究 の目的は， 自動要約において新 しく生 じたこれ らの課題 に

対 して，新 しい 自動要約の方法を提案 し， これを解決する ことである．

本研究の主たる貢献は， これ らの問題 それぞれに対 して解決の方法を示 した点 に

ある． まず，可読性の問題に対 しては，文の抽出 と順序付けを同時に行 う要約モデ

ルを新 しく提案 し， これを整数計画 問題 として表現 し解 くことによって，文の抽 出

と順序付 けを別個に行 う既存の手法に比べて可読性が改善された要約を生成 できる

ことを示す．次に， 内容性の問題 に対 しては，転移学習を利用 し異なる分野のテキ

ス トを教師事例 として用いることで内容性が改善された要約 を生成 できることを示

す．最後 に，要約速度 の問題 に対 しては，新 しい要約モデルである冗長性制約付 き

ナップサ ックモデル と，ラグランジュヒュー リスティックに基づ く高速なデコーディ

ングアル ゴリズムを提案 し，良好な要約を高速 に生成 できることを示す．

本論文 ではまず，本研究の 目的，意義を明らかにする．次に，準備 として，整数計

画 と構造学習について概観す る．本論文中で扱 われる自動要約の課題はすべ て組み

合わせ最適化問題の一種 として表現されるため，組み合 わせ最適化問題 を表現 しこ

れを解 くための強力な枠組みである整数計画について簡単に説明する．また， 自動

要約の課題 に含まれるパラメータを推定するための方法 として，構造学習について

も説明す る．そののち， 自動要約研究について広 く概観 し，本研究 の位置づけを明

らかにする．これ らの準備ののち，上述 した3つ の問題 について詳述する．第一・の

可読性 に関す る問題では，評価文書集合を要約の対象 として取 り上げ，提案す る方

法によ り要約の可読性が改善す ることを示す．第二の内容性に関する問題では， コ

ンタク トセンタログを要約の対象 として取 り上げ，提案する方法によ り要約の内容

性が改善する ことを示す．第三の要約速度 に関す る問題では，新聞記事集合 と評価

文書集合を要約の対象 として取 り上 げ，提案する方法 によ り要約速度が改善するこ

とを示す．最後 に， これ らの結果を踏 まえ，更なる研究の方向性を示す．
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平成25年8月2日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成25年9月4日 に本博士

論文の審査を行 った．以下の とお り，本博士論文 は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養を備えてい ることを示す もの と認 める．

西川 仁は，本博士論文において，可読性 ・内容性の高い 自動要約を効率的に行 う

手法を提案 し，性能評価を行 った。本博士論文の貢献は次の ようにまとめることが

できる．

1．可読性の高い要約を得 るため，要約文 の抽 出とその順序つけを同時に行 う要約
ノ

モデルを提案 し，整数計画問題 として解 くことにより，文の抽 出と順序つけを

パイプライン的に行う手⇒ も可誰 の高哩 約が生成できることを示し

た．評価文書集合の要約を題材 として取 り上げ，同手法の有効性を実験によ り

評価 した．

2．内容性の高い要約を得るために，転移学習を利用 し，異なる分野のテキス トを

教師事例 として用い ることで内容性が改善 された要約を生成できることを示

した．また，提案手法を コンタク トセンタログの要約を対象に適用する ことに

よ り，要約の内容性が改善することを示 した．

3．要約速度の問題に対処するため，冗長性制約付 きナップサ ックモデル と，ラグ

ランジュヒュー リステ ィックに基づ く高速 なデコーディングアルゴ リズムを提

案 し，条件を満たす要約を高速に生成できることを示 した．新聞記事集合 と評

価文書集合を要約の対象 とし，提案する方法により要約速度が改善す ること実

験によ りを示 した．

自動要約研究 における可読性，内容性，速度の問題を取 り扱い，それぞれに対 し

て有効な手法を提案 した本研究は，独創性が高 く， しかも実用的であ り， 自然言語

処理の分野において高い貢献がある と評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認 める．
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